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提案し，その信号スペクトラムを明らかにしている。また， SS-8T PPM/CI)~1A方式において， cw干渉
とインパルス干渉が混在する場合の誤り率特性をシミ;J.レーションにより求め， cw下渉とインパルス干渉
が混在する場合にはSS-ST方式がSSFSKやSTPP~1方式に比べて良好な特性を示すことを明らかにして
いる。
以上のように，本論文は時間拡散方式と.周波数時間同時鉱散方式について多くの優れた研究成果を得
ており，情報工学.特に情報通{J了.学分野の発展に寄与すること大である。よって，本論文の著者は博士
(工学)の学伶を受ける資格を有するものと認める。
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